
　

東
ひ
が
し
だ
い
ら平

第
1

号
墳
は
、
富
士
市
役
所
か

ら
北
に
1.2

キ
ロ
ほ
ど
の
伝
法
の
地
に
存
在

し
た
、
7

世
紀
中
頃
に
築
か
れ
た
古
墳
で

あ
る
。
平
成
元
年
に
発
見
、
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
。
段
構
造
を
も
つ
横
穴
式
石
室

と
周
溝
が
残
存
し
て
お
り
、
径
約
13

ｍ
の

円
墳
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。

　

横
穴
式
石
室
は
何
度
も
埋
葬
が
行
わ
れ

る
墓
で
あ
り
、
東
平
第
１
号
墳
で
も
、
少

な
く
と
も
３
回
の
埋
葬
が
行
わ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

石
室
内
か
ら
は
、
「
丁て

い

字じ

形が
た

利り

器き

」
と

呼
ば
れ
る
特
殊
な
形
を
し
た
鉄
器
と
3

振

の
大
刀
、
鉄
製
の
鏃

や
じ
り

や
弓
の
金
具
な
ど
の

武
具
、
轡

く
つ
わ

や
鐙
あ
ぶ
み

な
ど
の
馬
具
、
工
具
な
ど
、

多
く
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る
出
土

品
が
、
日
本
国
内
で
4

例
し
か
確
認
さ
れ

て
い
な
い
「
丁
字
形
利
器
」
で
あ
る
。

　

「
丁
字
形
利
器
」
は
、
「
Ｔ
」
形
の
板
状

の
鉄
器
で
、
「
Ｔ
」
の
横
棒
の
両
端
に
刃

が
つ
き
、
縦
棒
の
先
の
長
い
茎

な
か
ご

に
握
る
た

め
の
柄
が
つ
く
。
こ
の
特
殊
な
形
は
、
朝

鮮
半
島
北
部
の
高こ

う

句く

麗り

で
用
い
ら
れ
た

　

富
士
市
伝で
ん
ぼ
う法

に
か
つ
て
存
在
し
た
古
墳

「
東

ひ
が
し

平
だ
い
ら

第
１
号
墳
」
の
出
土
品
153

点
が
、

令
和
元
年
12

月
20

日
、
64

件
目
の
富
士
市

指
定
文
化
財
と
な
っ
た
。
考
古
資
料
と
し

て
は
、
県
立
吉
原
工
業
高
等
学
校
敷
地
内

に
存
在
し
た
東

ひ
が
し
ざ
か

坂
古
墳
の
出
土
品
（
昭
和

44

年
指
定
）
、
比
奈
の
医い

王お
う

寺じ

境
内
か
ら

出
土
し
た
医
王
寺
経

き
ょ
う
づ
か

塚
遺
物
（
昭
和
59

年

指
定
）
、
本
古
墳
と
同
じ
く
伝
法
に
存
在

し
た
中な

か

原は
ら

第
４
号
墳
の
出
土
品
（
平
成
29

年
指
定
）
に
続
く
４
件
目
と
な
る
。

新
た
に
市
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
東
平
第
１
号
墳
の
出
土
品

初葬者から引き継がれた丁字形利器と大刀

特殊な形をした「丁字形利器」

石
室
は
中
央
の
仕
切
石
に
よ
っ
て
、
前
室
（
入
口
側
）
と
後
室
（
奥
側
）
に
区
切
ら
れ
る

「
枘ほ
ぞ

穴あ
な

鉄て
っ

斧ぷ

」
を
装
着
し
た
武
器
を
祖
形

と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
つ
く
り

が
華き

ゃ

奢し
ゃ

な
た
め
、
実
用
的
な
武
器
で
は
な

く
、
武
器
の
形
を
し
た
儀
礼
用
の
道
具

（
儀ぎ

器き

）
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

朝
鮮
半
島
に
起
源
を
も
つ
武
器
を
副
葬

品
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
平
第
１
号

墳
に
葬
ら
れ
た
人
物
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら

渡
来
し
て
き
た
人
々
と
関
わ
り
を
も
つ
人

物
で
あ
る
、
と
想
定
さ
れ
る
。

　

副
葬
品
の
多
く
は
、
最
初
の
埋
葬
に
副

葬
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
床
石
を

敷
き
直
し
て
行
わ
れ
た
最
後
の
埋
葬
の
際

に
も
、
丁
字
形
利
器
と
大
刀
3

振
を
引
き

継
い
で
丁
寧
に
副
葬
し
直
し
て
い
る
様
子

が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
初
葬
者
と

追
葬
者
の
関
係
性
と
初
葬
者
へ
の
強
い
意

識
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

東
平
第
1

号
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
人
物

は
、
同
じ
く
伝
法
の
地
に
築
か
れ
た
中
原

第
4

号
墳
や
国く

に

久く

保ぼ

古
墳
と
同
様
に
、
大

陸
や
朝
鮮
半
島
と
関
わ
り
を
も
ち
、
軍
事

や
手
工
業
生
産
を
行
う
集
団
の
統
率
者
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
8

世
紀
に

は
律
令
制
下
で
の
富
士
郡
の
中
心
地
（
富

士
郡ぐ

う

家け

）
と
な
る
重
要
な
地
に
そ
の
墳
墓

が
築
か
れ
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
地
域
の

最
有
力
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
想
像

で
き
る
。

　

現
在
、
富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
開
催
中
の
第
57

回
企
画
展
「
東う

み

海つ
ぢ

の

軍い
く
さ
を
発お
こ

す　

伝
法 

東
平
一
号
墳
と
ヒ
ミ
ツ
の

武
器

」
で
、
出
土
品
を
展
示
中
（
会
期
：

令
和
２
年
１
月
４
日
～
３
月
８
日
）
。
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埋
蔵
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス 

2020年（令和 2年）

1月吉日 

富士市 市民部

文化振興課

富士市埋蔵文化財調査室

2020年（令和 2年）1月吉日 埋蔵文化財ニュース

伝法 東平第 1 号墳出土品   市指定文化財に
「
丁
字
形
利
器
」
が
出
土

全
国
で
わ
ず
か
４
例
「
ヒ
ミ
ツ
の
武
器
」

東平第 1号墳と周辺遺跡の位置
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